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今回の研修旅行では、瀬戸内国際芸術祭が行われる島々を中心にまわらせていただきました。  

特に、直島には、国内外の現代美術作家が実際に来島し、その土地の素材を使い、その場で制作した作品が

多くあり、また、室内ではなく屋外の自然の中に展示している作品も多数あるということで、以前から訪れてみた

いと思っていました。 

２０１３年は、第２回の芸術祭の年ということで、新たに制作された作品も多数見ることができました。 

  

   

大巻 伸嗣 

《Liminal Air -core-》 

ヤノベケンジ 

《ザ・スター・アンガー》 

ビートたけし×ヤノベケン 

《ANGER from the Bottom》 

 

  

大竹 伸朗   

直島銭湯「I❤湯」 

安藤 忠雄  

ANDO MUSEUM 

 



  

杉本 博司 

「護王神社」 

大竹 伸朗 

「はいしゃ」 

  

                      

直島の「家プロジェクト」は、生活が営まれている地域で、古い家屋などを改修し、家の空間そのもの

を作品化しています。 点在する作品を、係の島民の方々が、とても丁寧に解説・案内をしてくださいま

した。 

 

  

テレジータ・フェルナンデス    

《ブラインド・ブルー・ランドスケープ》 

杉本 博司 

(ベネッセハウスパーク内展示風景) 

  

 

 

 

 

 

 

 



安藤忠雄氏設計の美術館内ホテルに宿泊し、展示作品を早朝から夜まで、いろいろな時間帯に鑑賞する事が

できました。 屋外だけでなく美術館内には、自然光のみで作品を見せる展示が多くあり、作品の色や素材感な

どが、明るさによって大きく変化することを楽しみました。  

 

  

ベネッセハウスオーバル（日中） 

 

ベネッセハウスオーバル（夜） 

  

リチャード・ロング 

《十五夜の石の円》 

草間彌生 

《赤かぼちゃ》 

 

 

瀬戸内芸術祭の行われる島々では、特に直島では、驚くほど多くの外国の方が、様々な展示を楽しんでいる様

子を見かけました。  

現代アートを鑑賞することを目的に、交通が便利とは言えない島々に多数の人々が海外から訪れているというこ

とに、芸術のチカラのようなものを感じました。 

大勢の作家が制作した、多種多様の作品を、いろいろな環境の中で鑑賞することができたことは、本当に素晴ら

しい体験でした。 

 


